
ろーどニュース 2021年４月号

◆顧問・関与先様各位 「ろーどニュース」４月号を配信いたします。今月もよろしくお願い申し上げます。

0545-88-2701

● FAX: 0545-88-9959

● E-mail: info@office-road.jp

● Web: https://office-road.jp

■創業の志
天地自然の象徴たる富士山に感謝し、多様な人を受け入れられる人物となり、お互いに工夫して協力し合うことが、健全な地
域発展の基であると信じます。
働く人の活性化は企業の活性化。企業の活性化は地域の活性化へと繋がっていきます。
当社は働く人、企業、地域が三方良しになれる取組を絶えず創造し、挑戦を続けます。
経営理念の実現に向けて、社員一人ひとりが心を高め、勇気を持って仕事に取り組んでまいります。

代表取締役 大道和哉

■事業内容
これまで社労士オフィスろーどにて実施させて頂きましたセミナー事業及び研修受託事業は、令和３年度からは株式会社Road
コンサルティングで担当させて頂きます。今後は時代を捉え、固定観念に捉われないダイナミックな人材定着・人材育成事業
を展開していく予定です。

■新入社員
創業に伴い新入社員を採用しました。
当社Webサイトにて「新入社員の勉強記！」を更新させて頂きます。

■当社Webサイト
当社Webサイトを公開させて頂きました。宜しければご覧ください。
https://road-consulting.jp/

■基本情報

住所/静岡県富士市中島416番地の４
電話/0545-88-1279

株式会社Roadコンサルティングを創業しました。

https://road-consulting.jp/


本日はF-designで月に１回開催している「富士山にこにこ木鶏会」の日です。この勉強会は人間力の向上を目的としています。

F-designは年度で事業を行っています。年が明けてからは新年度事業に向けた準備を各チームで行っているのですが、「人間力と
は何か？」という根本的なテーマについて真剣に議論を積み重ねてきました。その結果、F-designでは人間力の向上とは、自らの

心を高めること、そして仲間と力を合わせて共に歩むことと定義させて頂きました。来年度はより良い勉強会に成長していくと
確信しています。どなたでもご参加頂けますのでご興味がある方は是非こちらをご覧ください！ https://f-design.or.jp/

富士山にこにこ木鶏会は人間学を学ぶ月刊誌致知を読んでの感想文をシェアする形で行います。
今回、私が感想文のテーマに選んだのは安岡正篤先生に関する対談記事でした。
安岡先生との出会いは約２年前の致知出版社主催のセミナーでした。セミナーの最後に安岡先生
が説かれた萬燈行（まんとうぎょう）を致知出版社の社員の皆様が力強く唱和されました。まさ
に感動した瞬間でした。それ以来、定期的に安岡先生の難しい本を必死に食らいつきながら読む
ことが習慣となりました。

【萬燈行】
内外の状況を深思しましょう。このままで往けば、日本は自滅するほかはありません。
我々はこれをどうすることも出来ないのでしょうか。我々が何もしなければ、誰がどうしてくれましょうか。
我々が何とかするほか無いのです。我々は日本を易（か）えることが出来ます。
暗黒を嘆くより、一燈を点（つ）けましょう。我々はまず我々の周囲の暗を照す一燈になりましょう。
手のとどく限り、至る所に燈明（とうみょう）を供えましょう。
一人一燈なれば、萬人萬燈です。日本はたちまち明るくなりましょう。
これ我々の萬燈行であります。互に真剣にこの世直し行を励もうではありませんか。
これからも地域に根ざし、一燈を灯せる活動ができるよう、精一杯精進に努めます。

【隔週でブログを更新しています。宜しければぜひご覧ください！https://office-road.jp/category/blog/】

万燈行/ブログより

富士市社会福祉協議会様にご依頼頂きました、令和２年度人材育成計画策定パートナー業務が完了致しました。各研修・ワーク
ショップに職員の皆様が主体的にご参画下さいました。おかげで今年度計画していた目標付近まで到達することができたと感じ
ています。
令和２年度は管理職の皆様を中心に複数回のワークショップ
やンケート等を実施しました。目的は人材育成における現状
と課題を正しく把握するためです。
その結果、興味深いことがわかってきました。
富士社会福祉協議会様では基本理念を実現するため、職員が
必要な６つの行動指針を定めています。これからの時代を見
据えて変化に柔軟に対応しながらも、福祉に対する基本姿勢
は絶対に忘れない。どちらかに偏るのではなく、両方を兼ね
備えた職員を目指すという理想が伝わってくる素晴らしい行
動指針だと思います。

【職員行動指針】
① 私たちは、あらゆる生活上の相談に応じ、住民一人ひとりの尊厳と自己決定を尊重し、その人らしい暮らしができるよう支

援します。
② 私たちは、地域に根ざした住民主体の地域活動と、住民のつながりを大切にした福祉のまちづくりを応援します。
③ 私たちは、福祉課題を地域全体の課題としてとらえ、行政と関係機関とのパートナーシップによる新たなサービスの創造や

提言活動、計画づくりに積極的に関わります。
④ 私たちは、サービス利用者の価値観や主体性を尊重し、その人に寄り添う支援を行います。
⑤ 私たちは、常に自己研鑽を重ね、専門性を発揮し職員同士のチームワークと部署間の連携をすすめ、チャレンジ精神をもっ

て業務を遂行します。
⑥ 私たちは法令と社会規範を遵守し、専門職としての倫理と誇りを持ち、信頼され開かれた組織づくりをすすめます。

この①～⑥の行動指針の実践に必要だと考えられる能力・スキルを棚卸し、管理職・一般職の
皆様にそれぞれアンケ―トを実施したところ、①～⑥の行動指針の内、業務に一生懸命取り組
めば向上できると考える能力・スキル。反対に業務の遂行だけでは向上が難しい能力・スキル
の認識が管理職と一般職とでほぼ一致しました。人材育成計画を策定するにあたり、現場業務
を離れて行う研修、ワークショップ、自己啓発支援等のOff-JTが担うべき役割が明確化された
ように思います。
孔子は論語の中で人間に一番大切なのは「仁」であると教えてくれています。
仁とは自分と同じように他者を思いやること・愛することだと私は理解しています。
今回の業務に携わるきっかけを創ってくれた方がいます。心より感謝しております。

人事コンサルティング事例紹介/人材育成計画策定パートナー業務

https://f-design.or.jp/
https://office-road.jp/category/blog/

